
 

※令和３年度以前入学生用 

 

学校番号 ３０２５ 

令和５年度 社会科 
 

教科 地理歴史 科目 日本史 B 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 山川出版社『詳説日本史 B 』 

副教材等 山川出版社『詳説 日本史図録 第９版』 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「変化」「連続性」「原因」「結果」「重要性」「観点」などの概念に関する授業内の発問を    

通して、歴史的なストーリーを個人、また、対話の中で考察しながら、理解・思考を深めてほし

い。 

・授業で学習、考察、議論した内容をワークシートに記入する。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・諸資料に基づき様々な視点から考え、歴史的事象の因果関係を論理的に理解させる。 

・歴史と現代の課題や自分とのつながりを見つけ出し、主体的に学び、歴史的思考力を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観

点

の

趣

旨 

日本史の学習を暗記

ではなく、歴史的事

実や現象に関心をも

ち、意欲的にそれら

を探究しようとして

いる。 

 

歴史の事象や歴史の

構造、背景に問題を

見いだし、分析した 

り、現在とのつなが

りを考えたりしてい

る。また、それを表

現することができ

る。 

 

古代・中世・近世に

関する諸資料を収集

し、有用な情報を適

切に選択して、読み

取ったり、図表など

にまとめたりして 

いる。 

 

日本の歴史の展開に

ついての基本的な事

柄を、時代背景や因

果関係を関連付けな

がら理解し、その知

識を身に付けてい

る。 

 

評

価

方

法 

授業での観察 

ワークシート 

レポート 

小テスト 

定期考査 

 

授業での観察 

ワークシート 

レポート 

小テスト 

定期考査 

 

授業での観察 

ワークシート 

レポート 

小テスト 

定期考査 

 

授業での観察 

ワークシート 

レポート 

小テスト 

定期考査 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単

元

名 
学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 文

化

と

国

家

の

形

成 

・旧石器、縄文、弥生時代の

社会と文化 

 

・倭国、ヤマト政権の形成と発

展 

 

〇 〇 〇 〇 a:日本の原始社会に関心をも

ち、意欲的に追究しようとし

ている。 

b:地域に残る遺跡から原始社

会について成立過程や特徴を

適切に表現している。 

c:原始社会の文化の特色に関

する諸資料を収集し、原始社

会の様子を調べるための情報

を適切に選択している。 

d:文化と国家の形成について

理解し、その知識を身に付け

ている。 

 

・授業での観

察 

・ワークシー

ト 

・小テスト 

・定期考査 

 

古

代

国

家

の

確

立 

・飛鳥時代の社会と政治 

 

・奈良時代の社会と政治 

 

・平安初期の社会と政治 

 

〇 〇 〇 〇 a:古代国家としての奈良や京

都、奈良時代や平安時代の文

化に関心をもち、意欲的に追

究しようとしている。 

b:古代国家が東アジアの動向

と関連して成立したことを考

察するとともに、その過程や

結果を適切に表現している。 

c:古代国家の確立に関する史

料を読み、そこから歴史的事

実や社会の様子を読み取った

り図表などにまとめたりして

いる。 

d:古代国家の確立について理

解し、その知識を身に付けて

いる。 

 

・授業での観

察 

・ワークシー

ト 

・小テスト 

・定期考査 

 

中

世

の

社

会

の

成

立 

・武士団の成立と成長 

 

・鎌倉時代の社会と政治 

 

〇 〇 〇 〇 a:武士の出現や武士の生活や

鎌倉時代の出来事に関心をも

ち、意欲的に追究しようとし

ている。 

b:武士の出現や武家政権の成

立について、その文化や特色

と関連付けながら考察し、適

切に表現している。 

c:中世社会の成立に関する諸

資料を収集し、そこから歴史

的事実や社会の様子を読み取

ったり、図表などにまとめた

りしている。 

d:中世の社会の成立について

理解し、その知識を身に付け

ている。 

 

・授業での観

察 

・ワークシー

ト 

・小テスト 

・定期考査 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

1 中

世

社

会

の

展

開 

・室町時代の社会と政治 

 

・南北朝時代の社会と政治 

 

〇 〇 〇 〇 a:中世社会や戦国大名の出現

に関心をもち、意欲的に追究

しようとしている。 

b:それぞれの時代について、

出来事や文化に着目しながら

考察し、適切に表現してい

る。 

c:室町時代の建築物や庭園、

全国各地の城跡から戦国時代

の社会や文化の特徴に関する

情報を読み取ったり、図表な

どにまとめたりしている。 

d:中世社会の展開について理

解し、その知識を身について

いる。 

 

・授業での観

察 

・ワークシー

ト 

・小テスト 

・定期考査 

 

2 統

一

政

権

の

成

立 

・大航海時代 

 

・天下統一の過程 

 

・江戸幕府の成立 

 

・鎖国 

 

〇 〇 〇 〇 a:統一政権の成立にいたる過

程、「鎖国」やキリスト教の

日本への影響などに関心をも

ち、意欲的に追究しようとし

ている。 

b:天下統一の過程や、江戸幕

府のシステムの特徴について

考察し、適切に表現してい

る。 

c:織豊政権や徳川時代に関す

る史料や絵巻などの諸資料を

収集し、その社会や文化の特

徴を読み取ったり図表などに

まとめたりしている。 

d:統一政権の成立について理

解し、その知識を身につけて

いる。 

 

・授業での観

察 

・ワークシー

ト 

・小テスト 

・定期考査 

 

幕

藩

体

制

の

展

開 

・幕府政治の転換 

 

・三大改革 

 

〇 〇 〇 〇 a:幕藩体制がしだいに動揺し

ていく過程や蘭学・国学の普

及、民衆文化の発展などに関

心をもち、意欲的に追究しよ

うとしている。 

b:幕府の改革についてそれぞ

れの特色をおさえつつ、幕藩

体制の矛盾が表面化していく

過程について考察し、適切に

表現している。 

c:江戸時代の民衆の生活に関

する諸資料を収集し、その社

会や文化の特徴を読み取った

り図表などにまとめたりして

いる。 

d:幕藩体制の展開について理

解し、その知識を身につけて

いる。 

 

・授業での観

察 

・ワークシー

ト 

・小テスト 

・定期考査 

 

2 

 

 

幕

藩

体

制

・幕府の衰退と近代への道 

 

・ 化 政 文 化 

 

〇 〇 〇 〇 a:列強の接近にともなう事件

や幕政改革に関する諸資料か

ら情報を読み取り、幕府権力

が衰退する一方で工場制手工

・授業での観

察 

・ワークシー

ト 



 

※令和３年度以前入学生用 

3 の

動

揺

・

近

代

国

家

の

成

立

・

二

つ

の

対

戦

と

ア

ジ

ア 

・ 開 国 と 幕 末 の 動 乱 

 

・ 明 治 維 新 と 富 国 強 兵 

 

・立憲国家の成立と日清戦争 

 

・ 日 露 戦 争 と 国 際 関 係 

 

・ 近 代 産 業 の 発 展 

 

・ 近 代 文 化 の 発 達 

 

・第一次世界大戦と日本 

 

・ ワ シ ン ト ン 体 制 

 

・市民生活の変容と大衆文化 

 

 

業など近代の萌芽がみられ、

雄藩が出現する過程を理解す

る。 

b:欧米諸国の進出によるアジ

ア諸国の変化について諸資料

から適切に情報を読み取り、

江戸幕府が対外政策を転換し

て開国にいたる経緯などを理

解する。 

c:明治政府による中央御集権

化の諸政策と士族反乱の終

焉、欧米・アジア諸地域との

国際関係、文明開化の風潮に

ついて、情報を読み取って理

解 し て い る 。 

a:自由民権運動の展開や大日

本帝国憲法の制定と議会開設

に至る経緯を理解する。 

b:日清・日露戦争の前後にお

ける条約改正の完成、韓国併

合や満州への勢力拡張などに

ついて理解する。 

c:第一次世界大戦が日本に及

ぼした影響に着目して、大戦

後の国際的な協調体制におけ

る日本の立場や対外政策の変

化について理解する。 

a:ヴェルサイユ体制からワシ

ントン体制に至る経過や中

国・朝鮮における民族運動の

高揚に着目し、国内の様々な

社会運動が起こった背景と政

党政治について理解する。 

d:学問・芸術・出版の発展に

ついて、欧米文化との関わり

とその浸透度、社会風潮との

関連を理解する。 

・小テスト 

・定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○

を付けている。 

 

 


